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仁川日語学校について   
一旧韓末「日語学校」の一事例－  
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などの諸特徴からして，日語学校の典型であったということができる。   
筆者は，すでに漢城および平壌については拙稿を公にした（「官立漠城外国  
語学校について一日語学校を中心に－ 」 『韓』 第103号 東京・韓  
国研究院 昭和61年8月，「東亜同文会の韓国における教育活動」 昭和59年  





かに長い。したがって，本稿の標題は便法にすぎない。   
同校に関する先行研究としては，桜井義之の「官立仁川日語学校について」  
と摩する論文（『朝鮮学報』 第別輯 朝鮮学会 昭和51年10月）がある。し  
かし，桜井論文の主眼ほ，「隆願三年（明治四十二年）一月，同校の偏した  
『官立仁川日語学校沿革史』と題した，編年体の謄写版刷本（美濃判三十三   































が，「官立仁川日語学校は，その設立に当って，日本が直接それに参加し，朝   
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鮮に対する教育的進出を，積極的に推進した最初の学校である」（4）と，日本側  










校長及書記ノ、地方官員中ヨリ兼任セシムルコトヲ得）に基づく。   
「外国語学校官制」を受けて「官立外国語学校仁川支校規則」が制定され  
た。その全文は次のとおりである。  
第1粂 本校ハ官立ニシテ学部ノ所管二属シ官立外国語学校仁川支校卜称ス  
第2条 本校ハ主トシテ日本語ヲ教へ併セテ時務こ適スル新知識ヲ授ケ各部主事小学校  
教員等ヲ養成スルヲ以テ目的トス  
第3粂 生徒こ／、授業上必須ノ物品ヲ官給シ授業料ヲ徴収セス  
第4粂 本校修業年限ヲ四ケ年トス  












後のことである。ちなみに，官立口語学校の修業年限3年が法制化されるの   
































にする。   







氏招聴せられ，賓業学校たらしむ可く，各種学科を鷹合Lた。」（9）   
その後1年の準備期間を経て，1909年5月24日，仁川日語学校は官立仁川実  
業学校に改編された。その理由について学部次官俵孫一は，1909年4乱 「京  
城二於ケル外国語学校ノ外仁川こ官立日語草校アリ平壌二宮立平壌日語学校ア  
リシト雄最早各地二専門ノ日語寧校ヲ経営スルノ必要ヲ認メサルカ故二平壌ハ   



















官立外国語学校仁川支校は，いうまでもなく政府（学部）の直轄学校であっ   
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たが，発足後数年間，その財政基盤は極也て脆弱であった。1897年9月，時の  
































る。   














た。   
3．教員の去就   

















仁川港監理兼仁川府ヂ 李在正   
仁州監理兼仁川府芦 妻華錫  
正三品 姜筆鋒   
仁川監理兼仁川府デ 徐相喬  
喬桐郡守 徐相喬  
仁川監理 河相談  
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1905．2．1 兼任外国語学支校長  
1905．11．7 依願免兼任外国語学支校長  
1905．11．7 兼任外国語学支校長  
1906．3．31依願免兼任外国語苧支校長  
1906．3．31兼任外国語学支校長  
1906．9．3 兼任官立仁川日語学校長  
1906．10．19 兼任官立仁川日語学校長  
1906．12．3 解兼任官立仁川日語学校長  
1906．12．3 兼任官立仁川日詰学校長  
1909．5．11兼任官立仁州実業学校長  
仁川監理 劉 燦  
前仁州監理 劉 燦  
仁川監理 河相談  
仁川前監二璽 河相l鍍  
仁川監理 徐丙珪  
仁川監理 徐丙珪  
仁川府声 徐丙珪  
農商工部工務局長 徐丙珪  
仁川府ヂ 金潤晶  


























































官立仁川日語学校学監に任命された。学監は，統監府主導の「模範教育」を推   































員ほ次のとおりである。   
仁川日語学校にって   
1900．1．27 任官立仁川港外国語学支校副教官  
1902．3．20 依願免本官  
1901．2．23 任外国語学支校副教官  
1906．9．3 任官立仁川日語学校教官（30）  
1908．1．1 任官立仁川日語学校副教授  
1901．6．14 任仁川港外国語学支校副教官  
1906．9．3 任官立仁川日語学校教官（30）  
1908．1．1 任官立仁川日語学校副教授  
1903．5．27 任外国語学支校副教官  
1906．9．3 任官立仁川日語学校副教官  
1907．11．1 依願免本官  
1907．12．11任官立仁川口語学校副教官  
190乱1．1 任官立仁川日語学校副教】受  
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李容仁  
外国語学支校副教官 李容仁  
李根浩  
前副教官 李根治  
九晶 李根浩   
平壌府公立小学校数貞 雀鼎夏  
前副教官 雀鼎夏  
九晶 雀鼎夏  
徐丙協  
前副教官 徐丙協  
官立仁川日語学校副教官 徐丙協  
前副教官 丁重明  




官発令が空辞令に終らなかったことになる。   
雀鼎夏については，1906年夏当時，「二年生には韓人の教員雀鼎夏が議書を  
数へて居りました」（31）という記録がある。   
李限浩・雀鼎夏・丁重明は，前述した日本人教員茂田額・西村秀雄とともに  
1909年5月，仁川日語学校副教授から仁川実業学校副教授に転じている。   
このほか『仁川府史』にほ，「校長朴監理之を乗れ 副教授に申明基氏任命  
せられ…………開校式を蓼げた」（32）とあるが，申明基の職名は通弁であって副  
教授ではない。しかも専任の通弁は，主として経費節減のため1897年には廃さ  
れている。   







いる。   




を与え，卒業と同時に官職に就任させた。   
そのような特恵措置にも拘らず，大きな効果はみられなかった。そのわけは，一般社  



























しかし，生徒数が旧に復するにほ多少時間を要したようである。5月23日に同   
仁川田語学校にって  
校を視察した恒星盛服ほ，「現在生徒偉力ユニ拾名之ヲ四班二別チーニ班ヲ甲  






（Al）のとは異なる。   






















学堂の状況を報じた1899年7月の『東亜時論』に「邁詞乗助数 滴章票及本科・  
小畢科／授業補佐 仁川日語学校出身 王龍植」（亜）とある。王龍植は，仁川支  
校を卒業したか否かは確かめえないが，ともあれ同校の出身者であり，1898年   
















た。（亜）   
卒業生に関して，外国語学校仁川支校・仁川日語学校では卒業生の中から選  
抜によって日本へ留学生を送ることになっており，たとえば第3回卒業生の高  
珠済は熊本第五高等学校に留学した（49）ことを付言しておく。   
5．教育内容   
外国語学校仁川支校は，「主トシテ日本語ヲ教へ併セテ時務二適スル新知識  
ヲ授ケ」（「官立外国語学校仁川支校規則」第二条）ることを目的として発足  
した。開校当時の教育課程は次のとおりである（数字は毎週教授時数）。   
仁川田語学校につて   















1897年9乱 岩崎が石井仁川領事に提出した報告書によれば，当時の教育内  
容は次のとおりであった。   
（第3学年）  
修 身  口授ノ外東西豪求  
算 術  珠算加減乗除筆算比例  
歴 史  高閣近世史  
文 章  記事論説及日用往復文  
讃 書  高等小筆新礎諸本  
地 理  小筆外国地理  
理 科  小学理科新書  
饅 操  兵式及撃釦   
稲 葉 継 雄   
（第2学年）  
修 身  口授  
算 術  珠算加減乗除筆算四則分数小数  
歴 史  朝鮮，日木  
態 操  兵式   
（第1学年）  
修 身  口授  
算 術  珠算加減乗除筆算加減乗除  
髄 操  兵式（51）  
講 書  尋常小筆新饅頭本  
地 理  朝鮮，日本  
文 章  日用往復文  
含 話  柄芳書取習字忍嬰  

























校にとって普通学から実業苧への比重移行は，当初の構想を漸く実現したもの   































とつであったということができる。   
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〔註〕  
（1）桜井義之「官立仁川日詰学校について」『朝鮮学報』第81輯 昭和51年10月 P．  
156  
（2）『京戟教育史一1883～1959』 京畿道教育委貞会1975年 P．141  
（3）『仁川府史』 仁川府 昭和8年 P．1293  
（4）（1）に同じ  
（5）幣原 坦 『朝鮮教育論』 六盟館 大正8年 P．60  
（6）（3）に同じ  
（7）『仁川府史』P．1326  





㈹ 韓国学部 『韓国教育ノ既往及現在』 隆照3（1909）年 P．9  
囲 高橋清書 『朝鮮教育史考』 帝国地方行政学会朝鮮本部 昭和2年 P．229  
損 金 正明（編）『日韓外交資料集成』 第8巻 巌南豊吉店1964年 P．157  
個（3）に同じ  
掴 旧韓国『官報』 第50号 開国504（1895）年5月28日  
aう 『仁川府史』 P．1294  
㈹ 同  上  P．1284  
的（3）に同じ  
鋤 『亡ノJ僻史』 P．1299 ちなみに光武10（19鵬）年度政府予算では3，442円であっ  
た（『官報』 号外 光武9年12月15日）。  
㈹（柳こ同じ  
斡 『仁川府史』 P．1327  
斡 幣原 坦 前掲責＝ f．61  
¢今 『近衛篤暦日記』 第3巻 鹿島研究所出版会 昭和43年 P．別3  
鱒 同  上 第4巻 P．254  
幽 『仁川府史』 P．1297  
鱒 桜井義之 前掲論文 P．163 桜井の叙述は『官立仁川日語学校沿革史』による。  
ただし 第64回『東亜同文会報告』によれば，「幣原博士姶メ在京城ノ各日語学校  
ノ主管老ノ費起ニヨリ」となっている（P．53）。  
餉 韓国学部 『韓国教育』 隆幣3（1909）年 P．9  
囲 『仁川府史』 P．1298  
斡 『朝鮮総督府官報』 第317号 明治44年9月16日  
鰯 辻 新次 「満韓視察談」『教育公報』第311号 明治39年9月 P．23  
紳 旧韓国『官報』 第3，550号 光武10（1906）年9月5日  この「教官」は，季  
板浩・雀鼎夏のその後の経歴からして「副教官」の誤植であろう。  
錮桝匿同じ  
餉 『仁川府史』 P．1325  
縛 桜井義之 前掲論文 P．ユ60  
朗 『京畿教育史』 P．177 再引用   
仁川日語学校にって  
唇 内外雑纂 「朝鮮教育上に於ける列国の勢力」『教育時論』 第414号 明治29年   
10月15日 P．29  
鍋（3）に同じ  
帥 時事彙報 「日本人の韓人数菅現況」『教育時論』第560号 明治33年11月5日  
P．35  
鱒 恒屋盛服 「韓国視察報告」『東亜同文会報告』 第59回 明治37年10月25日  
P．11  
錮 野尻精一「韓国教育視察談」『教育界』 第4巻第9号 明治罰年7月 P．80  
㈹ 『京畿教育史』 P．179  
国 旧韓国『官報』 第鋸03，3423号 光武10（1906）年3月17日，4月10日  
紛 韓国学部『韓国教育』 P．30  
娼 旧韓国『官報』 第4347号 隆醒3（1909）年4月10日  
掴 韓国学部 『韓国教育／現状』 隆殿4（1910）年 P．40  
国 雄録 「韓商学堂ノ状況」『東亜時論』 第16号 明治32年7月 P．22  
鱒 ¢郎こ同じ  
婦 桜井義之 前掲論文 PP．164－165  
鯛 金 泳讃 『韓末支配層研究』 ソウル大学韓国文化研究所1972年 P．62  
色う 桜井義之 前掲論文 P．165  
餉 同  上  P．162  
印材粥忙同じ  
斡 『京畿教育史』 PP．178－179 ここでほ卒業生氏名が「イウォンホ」となって  
いるが，旧韓国『官報』第3744号の官立仁川日語学校卒業躇には，この発音に近い  
氏名は李元玉しかない。   
